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１．APUの近況



２０２５年春の「入学式」を開催。

3

2025年4月1日にAPUの入学式を開催。５８カ国・地域からの留学生３１３
人を含む１０８２人が新たなスタートを切った。
米山裕学長は「志を同じくする世界中の仲間と一緒に未来を切り開いてほし
い」とあいさつ。糸川明日花さん（１８）が「誇りと笑顔を持ってこの場所
から飛び立ち、世界をよりよく変えたい」、台湾出身のツァイ・チーユンさ
ん（２７）が「グローバルリーダー、政策立案者、変革者へと成長できるよ
うお互いを支え合おう」と決意を述べた。
海外からの新入生はミャンマー出身者が最も多く、８０人。在籍学生の出

身は１１２カ国・地域となり、このうちミャンマー出身の学生が４７４人で
日本以外ではトップとなった。式後は、在校生が学生団体のパフォーマンス、
学生生活を紹介する企画などで歓迎しました。



●その他評価のポイント
■キャンパスの多国籍・多⽂化環境の構築 多国籍・多⽂化環境のキャンパスづくりを進め、学⽣が主体的に多様な視点を学び合い、協働する「多⽂化協働学修」を実現し
ました。

■教職員の国際化とガバナンス改⾰ 国際的な教育研究の質向上を目指し、ビジネススクールの国際認証AACSB・AMBA認証を取得することでMBAプログ ラムの世界
⽔準化を達成。さらに、教職員の国際化やガバナンス改⾰を推進し、多様なステークホルダーの声を反映 する意思決定機関を整備しました 4

⽂部科学省が推進するスーパーグローバル⼤学 創成⽀援事業(以下、SGU)の令和6年度事後評価結果において、最⾼評価
である「S」を獲得しました。APUが掲げた 「Global Learning：⼤学教育の新しい地平を目指す」という構想が、事業目的を⼗
分に達成し、今後も持続的な発展 が確実に期待できると評価されました。 この度の評価は、本事業が10年の採択期間を満了し、
2023年度で終了したことを受けて、⽂部科学省が各採択⼤学の 取り組みに対する事後評価をしたものです。 APUが開学以来
維持してきた「3つの50」に加え、今回の事業を契機に新たに設定した「4つの100」を掲げ、その圧倒的なグローバル環境の 実現
に向けて全学をあげて取り組み、目標を概ね達成し成果を上げたことが⾼く評価され「S」評価を受けました。

10年で世界に誇るグローバル・ラーニング・コミュニティの確立
⽂部科学省「スーパーグローバル⼤学創成支援事業」で

最⾼評価「S」を獲得

● APUが開学以来維持してきた「3つの50」
■留学⽣⽐率：50％
■外国籍教員⽐率：50％、
■留学⽣の出⾝：50カ国・地 域）

●新たな 「４つの100」達成状況
■初年次学⽣教育寮体験：100％（2023年）
■多⽂化協働学修実施授業率：97.6%（2022年）
■在学中海外経験：73.7%（2022年）
■留学⽣出⾝国・地域：106カ国・地域（2022年度）



「THE日本大学ランキング2025発表」
全国私大で4位、7年連続 ⻄日本私大1位にランクイン
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英国の⾼等教育専⾨誌タイムズ・ハイヤー・エデュケーション（THE）による「日本大学ランキング 2025」 が、4月3日（⽊）17
時に発表され、対象となった257大学のうち立命館アジア太平洋大学は、前回（2023年3月発表）に引き続き全国の私立大学で第4位、
さらに7年連続で⻄日本の私立大学において第1位の評価となりました。総合順位は、前回と同じく第22位となりました。 4分野から構
成される分野別のランキングでは、「国際性」で全国第2位、「教育充実度」では4年連続で全国第3位となりました。「国際性」は外
国人学生⽐率、外国人教員⽐率、外国語で⾏われている講座の⽐率な ど、国際的な環境が評価されます。「教育充実度」は、大学生・
大学院生への調査（教員・学生の交流、授 業・指導の充実度、大学の推奨度など）による満⾜度が反映されます。また、⾼校教員を対
象とした評判調 査結果（グローバル人材育成の重視、入学後の能⼒伸長）から、どれだけ教育への期待が実現されているか を表してい
ます。 APUでは、2000年の開学以来、日本人学生と留学生の⽐率50%を⽬指し、現在では112ヵ国・地域から学生 が集う国際性豊
かな学びの環境を維持しています。その環境を活かして、授業では、ディスカッションやグ ループワーク、フィールドワーク、企業連
携プロジェクト、海外研修など、実践的かつ参加型の学びを重視 してきました。こうした継続的な取り組みが、今回の⾼い評価につな
がったものと考えています

「THE 日本⼤学ランキング」は、英国の教
育専⾨誌タイムズ・ハイヤー・エデュケー
ション（THE）とベネッ セグループが⼤学
の教学改革やグローバル化の推進を⽬的に
公表するランキングです。ランキング指標
となる 「教育リソース」「教育充実度」
「教育成果」「国際性」の4 分野によって
⼤学の「教育⼒」を測定し、今回 は 257
⼤学がランキング対象となりました。



未来の教育を拓く新制度

２０２５年度 『特命副学長募集中！！
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在校生 ⾼校生

２４年度 特命副学長と支えるサミットメンバー
２４年度 特命副学長
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２０２４年度はAPUとして3つの企業、団体と連携協定を締結しました。

（株）コンベンションリンケージと
MICE産業の発展に向けた包括連携
協定を締結

⾼度観光人材を育成し、観光立国日
本を元気に！ ジャパンエンターテ
イメントと産学連携

（株）トキハと包括連携協定締結

2023年4月にサステイナビリティ観
光学部を開設し、持続可能な社会と
観光に関する基礎的・専門的知識及
び高い実務能力を有する人材育成を
目指すAPUと日本におけるコンベン
ション施設民間運営のパイオニアで
あり、国際会議をはじめMICEの運
営に幅広い実績を持つ株式会社コン
ベンションリンケージが、互いの人
的・知的資源を活用し、相互協力し
てこれからのMICE産業を支える人
材育成に向 けて取り組みます。

大分・別府地域の価値創造と、地
域課題を解決に導く人材育成を目
指していきます。多様な学生の視
点を生かした地域特産品の開発に
よる地域の魅力の発掘、インバウ
ンド増加に伴う顧客ニーズの多様
化に応えるための実践、また百貨
店の空間を利用した地域の人的交
流や、将来的には百貨店の特徴を
活用し、販売、接客、商品管理、
マーケティング、イベント企画な
ど幅広い業務領域で
の共創を進めます。

ジャパンエンターテイメントとAPU
が有する教育・実践・調査研究に
おける人的・物的資源を有効に活用
した連携により、地域の価値を消費
者の価値に昇 華できる高度な観光
人材を育成・輩出できるよう、共に
取り組みます。JUNGLIAで学 び、
実践を積んだ人材が、日本の様々な
観光地で活躍することで、観光立
国・日本の 発展に貢献していきま
す。



8

【２０２５年４～５月月の実績】

■ 利用数 6,831人 ※2024年度1年間の実績35,417名

（国内学生：4,396名・国際学生2,435名）
■ 補助額
朝食 421円 ⇒ 100円で提供（321円の補助）

後援会学生生活支援事業『１００円朝食』
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APUではロングライフ・ラーナーが集うコミュニティを形成し、人生のあらゆる段階で学び続ける意欲的な人々が共創しあ
う場を提供していきます。立命館東京キャンパスを会場にて、後援会の皆様を主な対象として、出口治明APU学長特命補佐監
修セミナーシリーズ『「出口」治明の学びの「入口」』を開講しました。

「Leap Beyond Global」
ライフロング・ラーナー
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【２０２４年４~9月】
三和酒類株式会社「三和研究所」串尾聡之研究員様
の協⼒により、APハウスのRAを対象にアルコール
による体質の変化のメカニズムを学び、実際に検査
キットを使用し、自分がどのタイプなのか？そのタ
イプの特徴や影響を理解し、お酒との付き合い方、
他未成年への飲酒に関し、法や倫理の観点から学び、
APハウスに未成年の飲酒防止の啓発ポスターを作成
しました。

後援会 啓発事業

アルコール体質と未成年飲酒に関する講座

最
優
秀
ポ
ス
タ
ー
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後援会啓発事業「違法薬物乱用防止」動画作成

作成した動画は
こちらのQR

コードからご覧
になれます。
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後援会啓発事業「熱中症対策アンバサダー™講座」開催

異常気象の夏、学生自ら“命を守る知識”を拡げる産学連携
APU ×⼤塚製薬「熱中症対策アンバサダー🄬講座」を初開催

～啓発と実践を通じて、未来のアンバサダーを育成～
2025年6月25日（水）第1部 12:30～14:10 第2部 14:20～16:00

異常気象が常態化する中、学生における様々な活動中の熱中症リスクの⾼まりが懸念されて
います。APU国内学生後援会の「学生支援事業」の一環 として、在学生を対象に熱中症に
対する正しい知識と行動を広めることを⽬的に、⼤塚製薬株式会社との連携により 「熱中
症対策アンバサダー講座」を開催いたします。 本講座では、熱中症の基礎知識や発症時の
適切な対応などについて、⼤塚製薬の専⾨スタッフが学生向けに分かり やすく解説。学生
自身が正しい知識を持ち、仲間や周囲へ熱中症対策の重要性を伝える“熱中症対策アンバサ
ダー” としての役割を担えるよう育成することを⽬指します。 APUで開催される当講座で
は、日本語・英語の2部構成で実施され、英語回では多国籍な学生が参加する中で、啓発 ポ
スターの共同制作ワークショップも行います。学生の主体性を引き出すと同時に、キャンパ
ス全体でのリスク回避につなげる取り組みです

【⼤塚製薬の熱中症対策啓発活動】 ⼤塚製薬は1992年より、科学的根拠に基づく水分・電解質補給
の重要性を訴え、啓発活動を開始しました。 スポーツ現場や教育機関などを中心に、30年以上にわ
たり多様な場面で熱中症対策を啓発しています。 「熱中症対策アンバサダー講座」では、正しい知
識を持ち周囲に広める人材の育成にも注⼒しています。 誰もが命を守る行動を取れる社会の実現を
⽬指し、今なお進化を続けています



２．APUの概要と今後の展望
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カ国・地域からの

国際学生3 ,160名と国内学生3 ,381名

合計6 ,541名が学ぶ国際大学

多⽂化共生型キャンパス

世界

（２０２５年５月１日付／学部生、大学院生、交換留学生などの非正規生含む）

開学以来、学生が在籍

したことのある国・地域

学生数のうち

外国人留学生比率

外国人留学生のうち

正規生比率

48.3%

95.2

教員総数

外国籍教員総数

外国籍教員比率
※教員総数は専任の教授、准教授、助教、講師の合計

102
46.6

名

170

%

名

%

110

5

（２０２５年５月１日付）

14

219
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入学定員 40名/年

経営管理研究科（修士課程）入学定員 60名/年

アジア太平洋研究科 博士前期課程

国際経営学部

入学定員 610名/年入学定員 510名/年

アジア太平洋学部

6

特徴ある3学部の学び

グローバル経済

国際関係

文化・社会・メディア

A
P
S

A
P
M

経営戦略・リーダーシップ

マーケティング

会計・ファイナンス

アントレプレナーシップ・

オペレーションマインド

G
S
M

G
S
A

学

部

大

学

院

入学定員 10名/年

アジア太平洋研究科 博士後期課程

学

部

大

学

院

国際学生が約半数

学部は日英二言語、

大学院は英語のみで開講

約半数を占める外国籍教員から

世界の「いま」を学ぶ

英語・日本語を徹底的に

鍛える言語教育

S
T サステイナビリティ観光学部

入学定員 350名/年

資源マネジメント環境学

地域づくり国際開発

社会企業

データサイエンスと情報システム

観光学

ホスピタリティ産業 観光産業

15
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APU独自の教育スタイル

16



17

APU独自の教育スタイル『多⽂化協働ワークショップ』
（MCW:Mu l t i C u l t u a l Wo r k shop）

１，グローバル社会に対応できるマインドセット

•異なる文化に属する人々に対して持つステレオタイプ、偏見、思い込みに
気づくことができる。
•自文化を中心としたものの見方から抜け出し、文化的背景の異なる人々
の視点から物事を見、感じることができる。

３，⾼いコミュニケーションスキル

•コミュニケーションのとり方がいかに異なりうるかを理解し、状況に応じて異な
るコミュニケーションスタイルを実践できる。
•文化的背景の異なる人々の文化や生い立ちに好奇心を持ち、心を開くこと
ができる。

２，多⽂化協働の基本スキル

•グループの一員として自分からできることを探して行い、グループ活動に積
極的に貢献することができる。
•グループメンバーが自分は尊重されていると感じられるように、メンバーの個
性とグループへの所属感を大事にした態度や声掛けができる。

全学生約6000人の半分が、100以上の国・地域から集う留学生
APUでは授業内外において、多国籍な学生同士の協働作業を日常的に行います。この環境を存分に活かして4年間学ぶには、コミュニケーションや多文化
協働のスキルの鍛錬が必須です。そのために1回生が必ず受ける授業が、多文化協働ワークショップ。大学生活を成功させるためのスキルを獲得できる仕掛
けとして開講しています。

■ 多⽂化協働ワークショップにより⾼められる能力
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国内・外、短期・長期と多様なプログラム

日本人学生は卒業までに一度は海外での学びを体験することを目指す

APU独自の教育スタイル『多彩なアクティブ・ラーニング』

FIRST
１回生向け異文化体験学習プログラム

言葉の通じない国・地域で

調査を行う新入生対象のプログラム

D
IF

F
E

R
E

N
T C

U
L

TU
R

E

交換留学・共同学位

交換留学では、現地の学生とともに

専門の科目を履修

S
P

E
C

IA
L

TY

言語イマージョン
海外言語集中研修

海外の大学のキャンパスや大学付属の

語学学校などで集中的に学習

L
A

N
G

U
A

G
E

専門分野調査研究型プログラム

専門分野の理解を深めるために、

現地で調査と研究を行う

1 1 18

フィールド・スタディ

言語運用能力を高める

専門を学ぶ

異文化を体験する
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「解決策」を導き出す力を育む

違いを知る。認める。そのうえで課題について

とことん話し合い、

APU独自の国際教育寮『 ＡＰハウス1・2・5(キャンパス内)』

国際学生と国内学生 1,326名がともに暮らす

2025年５月1日現在

シングルタイプ

1,186室

シェアタイプ

378+ =

収容可能

1,571 室室

V
A

L
U

E
S シェアタイプは日本人学生と

国際学生が隣り合わせ

共同キッチンで互いの国・地域

の食文化に触れる

N
O

U
R

IS
H

日常生活の空間で他言語・

多言語学習

授業やレポートの教え合い・学び合い

R
U

L
E R A（レジデント・アシスタント）が

寮生をサポート

各種イベントの企画・運営

E
V

E
N

T

フロアや棟ごとにパーティーやイベントを開催

世界祭（寮祭）の実施

毎月フロアミーティングを実施

フロアを巡回、ゴミ分別チェック

各国の文化を紹介する企画

広島・沖縄などを目的地にし、「平和」がテーマのツアーを開催

1 2

ユニバーサル
タイプ

7室
※ APハウス３・４(APU Plaza Oita) はオフキャンパスにあります。

42.5%寮生の国際学生比率

19

+

互いの生活習慣や

価値観の違いを知る

学び合い、

助け合う心を養う

ルールを作り、

学生スタッフが運営

イベントを通じて交流を深める



Copyright (c) 2023 Ritsumeikan Asia Pacific University

%92.8

2024年度進路状況

国内学生 国際学生 合計

卒業者・修了者¹

卒業者進路内訳

就職決定報告者

進学者²

その他³

638

503

23

87

512

259

83

170

1,150

762

106

282

合計

1,263

834

114

313

アジア太平洋学部 国際経営学部 大学院

589

388

51

150

561

374

55

132

113

72

8

31

例） 1. 卒業者・修了者…2023年9月、2024年3月学部卒業者・大学院修了者（国際学生含む） /  2. 進学者…大学院・大学進学者 / 3. その他…帰国、進学・資格試験の受験準備、就職活動継続、留学、専門学校、家事従事など

2024年度

就職決定率 92.8%

国内学生

就職決定率

95.1
%

国際学生

就職決定率

88.7
%

就職決定率＝就職決定報告者／

就職希望者 (2025年3月31日現在）

1 4 20
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2022年度

産業別

就職者割合

■製造業

■情報通信業

■卸売業/小売業

■金融業/保険業

■公務

9.2

13.4

13.4

3.5

%

%

%

%

：

：

：

：

：

国を越える

コミュニケーション力・積極性・協働性に高評価

日本国内における進路先

国内学生
グローバル企業を

通じて全世界へ

業種別就職先企業（日本国内）

その他

中国・四国

九州・沖縄

中部
北陸・近畿

関東

1.6 %

1.8 %

16.2％

% 20.0 %

60.3 %

国際学生
日本企業

o r 母国へ

地域別・業種別就職者割合

1 5 21

国内学生
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APU2030ビジョンとチャレンジ・デザイン

■３つの重点⽬標（2021年～2030年）

APUは、比類ない多国籍・多文化環境を活かして、世界市民として成長する
ための学習や活動の機会及び生活環境を提供し、世界に誇るグローバル・
ラーニング・コミュニティを創成します。

● 多文化共生キャンパスの実現

● グローバル・ラーニングの価値を創造する

APUは、教育・研究の質を絶え間なく向上させ、世界で通用する新たなグロー
バル・ラーニングの価値を創造し、世界に通用する研究を発信します。

● 地域の社会課題の解決に取り組む

APUは、世界中の卒業生、世界各地の地域社会、各種ステークホルダーとの
つながりを深化させ、教育活動や大学運営で協働します。

22
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民族、宗教、⽂化、利害
などの分断と対立

地球規模での人類の課題

APUの新たな３つの挑戦

デジタル技術の進展と
生活・社会への影響

経済格差の拡⼤
社会的不平等

Leap Beyond Global ,Leap to Diversity＆Inclusion

多様性に
富んだ環境

『混ぜる』

包摂性を
⾼める

『受け入れる』

社会変革と
価値創造

『解を出す』

多⽂化、多国籍に加え、あらゆる属
性の多様性が集まりともに学ぶ

⼤学へ

自己理解と他社理解による、多様な個
性・特性を受け入れられるコミュニ

ティを創成

多様な人材・視点が社会課題・地域課
題の解決に貢献しイノベーション創出

とウェルビーイングを実現

コンフリクト、混沌の克服 個の成果を社会に実装

ライフロング・ラーナー
ダイバーシティ＆インクルージョン
（D＆I）実践・D＆I推進人材育成

⼤学の役割の転換
イノベーター/ファシリテーター
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「⼤学の国際化によるソーシャルインパクト創出支援事業」に採択

「⼤学の国際化によるソーシャルインパクト創出支援事業」に採択
～九州から世界へ、新たな価値創造の挑戦～

≪採択プログラムの概要≫

【テーマ】

Leap Beyond Global: 組織・地域・分野を超え
たグローバルな価値創出

【⽬指す方向性】
① 多様性の再定義 国籍やエスニシティに加え、年齢、ジ

ェンダー、学修分野、多様な特性など多次元の多様性
を高め、地域社会や大学 の枠を超えた包括的な協働環
境を構築します。

②「混ぜる」から「解を出す」 多文化共修を基盤とし、リ
アルな社会課題に挑み解決策を提示。さらにテクノロ
ジーを活用した社会実装を推進し、 社会にインパクトを
与えられる人材の着実な育成を目指します。

③ 理論と実践の融合 両大学の学生が多様なステークホルダ
ーと連携し、地域や大学と関係する世界の「地域」をフ
ィールドとした学びを 推進。2つのキャンパスを課題解
決と実装の場として活用します

【インパクト創出を⽬指す6つのポイント】
本プログラムを通じて以下の6つの成果を目指します。

■異なる文化と協働し、社会を変革する人材を輩出
■地域における課題解決エコシステムの創出
■高度専門人材の地域流入・地域定着
■大学を結節点とした海外・国内各地域の橋渡し
■初等・中等段階からの地域社会グローバル化
■多様で包摂的な協働・共創の実践の場を提供

・高度科学技術教育
・実験実習環境の提供
・起業家育成・ベンチャー支援

・国際教育・インクルーシブ教育
・ダイバーシティ環境の提供
・ビジネス開発の実践
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「大学の国際化によるソーシャルインパクト創出支援事業」に採択

【共同取り組みの主な内容】

1. 多文化共と多分野融合の推進、多文化環境の創造 APUと九州工業大学が共同で、多文化環境での学びと文系・理系の垣根を超えた融合教育を展
開します。両大学が連携し、以下2つの内容で、22科⽬以上の多文化共修科⽬を開発します。

• 多文化共修科目の共同実施 ぞれぞれの大学で、地域社会における問題の発見や課題抽出、そこからの解決策の提示と実装までの過程を、 正課・正課外の
学びの中に組み込む取り組みを行います。同時に２大学のそれぞれの強みや専門分野を提供 し合い、正課・正課外の科目の共同実施を行います。九州工業
大学が提供する理工系科目とAPUの国際的視 点を活用した授業を共同開発します。

• 国際教育寮「APハウス」の活用 APUの国際教育寮を拠点として、両大学の学生が地域課題に取り組む共創型の仕組みを構築します。

2. 九州をフィールドとした社会課題解決型プロジェクト APUと九州工業大学が共同で、九州地方の課題解決を通じて社会的価値を創造します。
• 課題解決プラットフォーム「LocaLink」の運営 両大学が協力して、地域企業や自治体と連携し、学生と地域の課題をマッチングする仕組みを構築します。
九州の地域社会が直面する課題をグローバルな視点で解決します。 • 地域連携ワークショップ 別府市や飯塚市を中心に、産学官連携プロジェクトを共同で実
施します。地域企業の課題に対し、APUと九 州工業大学の学生がそれぞれの専門性を活かして解決策を提案します。

3. STEAM教育と社会実装の強化 APUと国際教育と九州工業大学の科学技術教育を融合し、次世代のグローバルリーダーを育成します。
• AI・データサイエンスを活用した教育プログラム 両大学がAIやデータサイエンスを活用した授業を共同で開発し、理系分野への関心を持つ学生の育成を目指

します。
• テクノロジーを活用した社会課題解決プロジェクト 最先端技術を活用したプロジェクトを共同で推進し、学生が学びを社会に実装する機会を提供します。

4. グローバルな価値創造ネットワークの形成 APUと九州工業大学が連携し、九州を起点に国内外で課題解決を進める仕組みを構築します。
• グローバルリーダーシップ科目 両大学の学生を対象に、システム思考やソーシャルインパクトを中心に据えたリーダーシップ教育を推進し ます。
• 海外ケーススタディプログラム 世界各地の課題を題材とした共同プログラムを実施し、学生が国際的なビジネスや社会問題に挑戦します

「⼤学の国際化によるソーシャルインパクト創出支援事業」に採択
～九州から世界へ、新たな価値創造の挑戦～
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本日はご参加いただきありがとうございました。

引き続きのご支援よろしくお願い申し上げます


